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二章では、トリポード配位子に不斉選択的に置換基を導入すると、希土類錯体の化学量論を変化できることを
見出し、塩化物イオンに対する選択的な認識機能を発現させることに成功した。第三章では、ナノサイズをも
つ天然鉄輸送タンパクであるトランスフェリンに注目して、金属中心を発光性テルビウムイオンへと置換した
超分子希土類錯体を調製して、水試料のpHに応答する新たな希土類発光センシング系を提案した。さらに、マ
イクロメートル粒径をもつポリスチレンビーズ上でも同様なpH応答発光を確認し、蛍光顕微鏡観察条件下での
pH情報の可視化を実現した。 
 以上のように本論文は、多彩な発光性希土類錯体の設計、合成、キャラクタリゼーション、希土類発光特性
の解析と機能化に成功を収め、錯体化学、分子認識化学、超分子化学などの領域において希土類錯体の新たな
可能性を実証した。よって、博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
